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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液状またはガス状作動物質用の少なくとも２つの貯蔵タンクを有する自動車の注入シス
テム（１）であって、
　前記自動車の車体（４）にある開口部（３）を閉鎖すると共に前記開口部（３）を閉鎖
する第１の位置から前記開口部を開放する第２の位置へと移動させることができるタンク
閉鎖カバー（７）を備え、前記貯蔵タンクの少なくとも２つの注入開口部が、前記タンク
閉鎖カバー（７）の下方に配置されると共にタンク閉鎖カバー（７）の前記第１の位置で
は隠されるものであり、
　前記注入開口部の周縁部を形成する注入受け皿（２）を備え、前記注入受け皿（２）は
、前記自動車の前記車体（４）の前記開口部（３）を車両側で閉鎖し且つ前記自動車の前
記車体（４）に固定されるものであり、
　少なくとも１つの注入ヘッド（６）を備え、前記注入開口部が注入ヘッド（６）の一部
として形成されるものであり、前記注入ヘッド（６）は、組み合わされて共通の構成要素
を形成するとともに互いに一体的に接続される少なくとも２つの口金部（９ａ、９ｂ）を
画成し、各口金部（９ａ、９ｂ）が異なる貯蔵タンク用の注入開口部を形成することを特
徴とする注入システム。
【請求項２】
　前記注入ヘッド（６）が、熱可塑性材料から射出成形されるか、または熱可塑性材料の
射出成形された部品から組み立てられていることを特徴とする請求項１に記載の注入シス
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テム。
【請求項３】
　前記注入ヘッド（６）が、少なくとも部分的に導電性で形成され、前記自動車の前記車
体（４）に導電的に接続されていることを特徴とする請求項２に記載の注入システム。
【請求項４】
　前記注入ヘッド（６）が導電性充填材を含む熱可塑性材料から成ることを特徴とする請
求項３に記載の注入システム。
【請求項５】
　前記注入ヘッド（６）が、前記自動車の前記車体（４）に導電的に接続されている金属
の周縁部および／または金属インサートを有していることを特徴とする請求項３または４
に記載の注入システム。
【請求項６】
　前記注入ヘッド（６）が前記自動車の前記車体（４）に固定されていることを特徴とす
る請求項１～５のいずれか１項に記載の注入システム。
【請求項７】
　前記注入受け皿（２）が熱可塑性エラストマーから成ることを特徴とする請求項１～６
のいずれか１項に記載の注入システム。
【請求項８】
　前記注入ヘッド（６）が、注入キャップなしで少なくとも１つの注入開口部を封止する
少なくとも１つの閉鎖フラップ機構を備えていることを特徴とする請求項１～７のいずれ
か１項に記載の注入システム。
【請求項９】
　前記閉鎖フラップ機構が前記自動車の前記車体（４）に導電的に接続されていることを
特徴とする請求項８に記載の注入システム。
【請求項１０】
　前記注入ヘッド（６）が、燃料用の注入チャネル（１０ａ、１０ｂ）と、排気ガスの選
択的触媒還元脱硝用の添加剤水溶液のための注入チャネル（１０ａ、１０ｂ）とを有して
いることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の注入システム。
【請求項１１】
　前記注入ヘッド（６）が、燃料用の注入チャネル（１０ａ、１０ｂ）と水用の注入チャ
ネル（１０ａ、１０ｂ）とを有していることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に
記載の注入システム。
【請求項１２】
　請求項８または請求項９に記載の前記閉鎖フラップ機構が、前記燃料用の注入チャネル
（１０ａ、１０ｂ）を閉鎖することを特徴とする請求項１０または１１に記載の注入シス
テム。
【請求項１３】
　前記閉鎖フラップ機構は、電気的にロック及びロック解除可能である、あるいは電気的
および／または空気圧的に作動可能であることを特徴とする請求項８～１２のいずれか１
項に記載の注入システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液状又はガス状作動物質用の少なくとも２つの貯蔵タンクを有する自動車の
注入システムに関し、自動車の車体にある開口部を閉鎖すると共に開口部を閉鎖する第１
の位置から開口部を開放する第２の位置へと移動させることができるタンク閉鎖カバーを
備え、貯蔵タンクの少なくとも２つの注入開口部がタンク閉鎖カバーの下方に配置される
と共にタンク閉鎖カバーの第１の位置で隠されるものであり、また、注入開口部の周縁部
を形成する注入受け皿を備え、注入受け皿は、車両側で自動車の車体にある開口部を閉鎖
し且つ自動車の車体に固定されているものである。
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【背景技術】
【０００２】
　一般的なタンク閉鎖カバーの下方に配置された異なる貯蔵タンクに対する複数の注入開
口部を有する自動車の注入システムは、原則的に、従来技術において、例えばＥＰ１４４
９７０２Ａ２（特許文献１）、ＷＯ２００６／０３５０１３Ａ１（特許文献２）、ＵＳ４
８５２８９２Ａ（特許文献４）、またはＵＳ２０１０／００１２２０５Ａ１（特許文献３
）によって知られている。
　例えば、特許文献４によって知られている注入システムは、該文献の図３に示される変
形例では、単一の注入開口部と２つの注入チャネルとを有する単一の注入孔を備え、注入
チャネルはそれぞれ別個の燃料容器に通じている。
【０００３】
　近年、特にディーゼル車に関して、排気ガスの脱硝システム、特に、車両の排気ライン
に噴射される尿素水溶液を用いて排気ガスの選択的触媒還元の原理に基づいて動作するシ
ステムが確立されてきている。このため、尿素水溶液を自動車内に貯蔵することが必要で
ある。尿素水溶液を収容するためのタンクは、車両を通常の保守点検間隔で保守点検する
際に、作業場でドラムから注入することができるように、寸法および配置が決められる。
車両の所有者によって尿素タンクが再注入できるようにする必要性が増しており、そのた
め、車両の外部からアクセス可能な排ガス脱硝用の添加剤水溶液のための注入孔を設ける
必要が生じている。
【０００４】
　したがって、原則的に、燃料用の注入孔に加えて、例えば添加剤容器など二次流体用容
器に注入するための少なくとも１つの更なる注入孔を、自動車のタンク閉鎖カバーの下方
に設けることが知られている。
【０００５】
　このように単一のタンク閉鎖カバーの下方に複数の注入孔を共通して配置することの技
術的問題は、設置に利用することが可能な自動車の車体内部の空間である。第一に、２つ
のシステムを単一のタンク閉鎖カバーの下方に配置するのに十分な空間でなければならず
、第二に、ねじ山を介して嵌合され且つ取り外れるという意味で、注入開口部上に設けら
れるいかなる閉鎖キャップも使用可能であるように、これらのシステムが配置されなけれ
ばならない。このことによって必然的に、タンク閉鎖カバーは、美観的に好ましくない特
定の寸法を有さなければならなくなる。特に小型車の場合、比較的大きなタンク閉鎖カバ
ーは様式的に不快なものである。
【０００６】
　この問題を解決するため、ＵＳ２０１０／００１２２０５Ａ１（特許文献３）は、長手
方向に変位可能なパネルに挿入された第１および第２の注入開口部を備える注入システム
を提案している。パネルは、第１の構成と第２の構成との間で車両の車体内部で変位可能
であり、第１の構成では、第１の注入開口部が自動車の車体に固定された開口部と位置合
わせされて配置され、第２の構成では、第２の注入開口部がこの開口部と整列して配置さ
れる。この解決策は、電動調節機構を要し、それに加えて、自動車の車体内部に比較的大
きな設置空間を占める。この構成の１つの利点は、間違いなく、自動車の車体にある開口
部を比較的小さく保つことができ、それに対応して、必要なタンク閉鎖カバーが小さくて
済むことである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１４４９７０２号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／０３５０１３号
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１０／００１２２０５号明細書
【特許文献４】米国特許第４８５２８９２号明細書
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明は、美観上の要件を適切に満たしながら、できるだけ設置空間が小
さく且つ比較的シンプルな機械的設計を有するように、自動車に対する上述の注入システ
ムを改善するという目的に基づいている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的は、請求項１の特徴によって達成される。本発明の有利な実施形態は、従属請
求項によってもたらされる。
【００１０】
　本発明の一態様は、液状またはガス状作動物質用の少なくとも２つの貯蔵タンクを有す
る自動車の注入システムに関し、自動車の車体にある開口部を閉鎖すると共に開口部を閉
鎖する第１の位置から開口部を開放する第２の位置へと移動させることができるタンク閉
鎖カバーを備え、貯蔵タンクの少なくとも２つの注入開口部がタンク閉鎖カバーの下方に
配置されると共にタンク閉鎖カバーの第１の位置では隠されるものであり、また、注入開
口部の周縁部を形成する注入受け皿を備え、注入受け皿は、車両側で自動車の車体の開口
部を閉鎖し且つ自動車の車体に固定されるものであり、更に、少なくとも１つの注入ヘッ
ドを備え、注入開口部が注入ヘッドの一部として形成されるものであり、注入ヘッドは、
組み合わされて共通の構成要素を形成するとともに互いに一体的に接続される少なくとも
２つの口金部を画成し、各口金部が異なる貯蔵タンク用の注入開口部を形成するものであ
る。
【００１１】
　「作動物質」という用語は、本発明においては、燃料、即ち液状またはガス状燃料を意
味し、また、添加剤、油、水、または洗浄流体も意味する。
【００１２】
　本発明は、特に本発明の意味における貯蔵タンクとしての燃料タンクと添加剤容器との
組み合わせに関して以下に記載されるが、本発明は、この特定の貯蔵タンクの組み合わせ
に限定されるものではない。本発明の基盤となる課題は、原則的に、自動車が、運転者に
よる再注入のために車体の外部からアクセス可能でなければならない、車両の異なる作動
物質用の２つ以上の貯蔵タンクを備えている場合に常に生じるものである。
【００１３】
　「注入受け皿」という用語は、本発明においては、特に、車両側で自動車の車体にある
開口部を閉鎖する機能に加えて、注入ヘッドと自動車の車体との間の公差を補う機能も果
たし、車体によって囲まれた空間への流体の意図された導入を妨げない、注入開口部の周
縁部を意味する。
【００１４】
　本発明による注入ヘッドは、それに対応する注入受け皿の受容部にぴったり挿入するこ
とができる。注入ヘッドの受容部として対応するように形成された注入受け皿の開口部は
、注入ヘッドの外形に適切に適合される。
【００１５】
　特に、異なる貯蔵タンクに対する注入開口部が、注入ヘッドの共通の構成要素として形
成されるので、複数の貯蔵タンクを装入するのに要する設置空間を大幅に低減することが
できる。注入開口部は、互いからの距離をできるだけ最小限にして位置付けられ、それに
よって必要な設置空間をできるだけ小さくすることができる。
【００１６】
　本発明による設計は、更に、注入ヘッドの車体側の固定または車体側の接続が単一部分
のみを必要とするという利点を有する。
【００１７】
　好適には、注入ヘッドは熱可塑性材料から射出成形される。注入ヘッドは、例えば、い
くつかの射出成形された部品から組み立てられてもよい。
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【００１８】
　注入ヘッドは、例えば、熱可塑性エラストマーまたは別の比較的軟質の熱可塑性材料か
ら形成されてもよい。
【００１９】
　特に、注入受け皿が熱可塑性エラストマーから作られている場合、注入開口部または注
入ヘッドの周囲の領域に、また場合によっては、注入受け皿を自動車の本体に接続する領
域にも、追加のシーラントを設ける必要はない。
【００２０】
　注入ヘッドは、例えば、貯蔵タンクへの２つ以上の出口を備えてもよく、出口は例えば
、別個の貯蔵タンク用の注入管として形成されるか、またはそこに貯蔵タンクのそれぞれ
の注入管が接続される。注入管は、熱可塑性材料で作られ、可撓性または剛性であり、注
入ヘッドの出口にそれぞれ接続されてもよい。例えば、注入管は、注入ヘッドの出口上に
押し込められるか、延伸して出口に被せられるか、またはクランプを用いて出口に取り付
けることもできる。
【００２１】
　あるいは、例えば、少なくとも１つの注入管を注入ヘッドに一体的に形成することがで
きる。
【００２２】
　本発明による注入システムの特に好ましい有利な変形例では、注入ヘッドは、少なくと
も部分的に導電性に形成され、受動車の車体に導電的に接続される。注入ヘッドのこのよ
うな設計は、特に、本発明による注入システムにおいて、注入ヘッドによって画成される
燃料の注入チャネルと、注入ヘッドによって画成される他の作動流体用の注入チャネルの
両方を、電気的に接地できるという理由で有利である。好ましくは、注入チャネルの少な
くとも１つは、それ自体が導電性充填プラスチックで作られる。
【００２３】
　これは、例えば、熱可塑性材料から形成された注入ヘッドが導電性充填材を含む場合に
、特に容易に達成することができる。導電性充填材は、好ましくは、炭素、スス、炭素繊
維、金属粒子、およびフェライト粒子を含む群から選択される。
【００２４】
　これに代えてまたはそれに加えて、注入ヘッドは、自動車の本体に導電的に接続される
金属の周縁部および／または金属インサートを備えてもよい。金属インサートは、例えば
、注入ヘッドの少なくとも１つの注入チャネル内まで延在する、いわゆるアーススパイク
であってもよい。あるいは、金属ホッパーが少なくとも１つの注入チャネル内に設けられ
てもよい。
【００２５】
　好適には、本発明による注入ヘッドは、自動車の車体の支持部分に取り付けられ、注入
受け皿は自動車の車体外側に取り付けることができる。
【００２６】
　本発明による注入システムの特に好ましい変形例では、注入ヘッドは、注入キャップな
しに少なくとも１つの注入開口部を封止する少なくとも１つの閉鎖フラップ機構を備えて
設けられる。このシステムは、一般に、「キャップレス」システムとして知られている。
このように、注入受け皿に囲まれた空間内で閉鎖キャップを扱うための追加空間を設ける
必要がないので、設置空間の更なる実質的な削減が達成される。このようなシステムでは
、少なくとも１つの閉鎖キャップ、好ましくは燃料注入開口部のためのものを、省略する
ことができる。
【００２７】
　一体化された閉鎖フラップ機構が、自動車の車体に導電的に接続されることが適切であ
る。
【００２８】
　好適には、注入ヘッドは、燃料用の注入チャネルと、排気ガスの選択的触媒還元脱硝用
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の添加剤水溶液のための注入チャネルとを有し、閉鎖フラップ機構は燃料用の注入チャネ
ルを閉鎖する。
【００２９】
　閉鎖フラップ機構が電気的にロックおよびロック解除され、ならびに／あるいは電気的
および／または空気圧的に作動され得ることが特に適切である。
【００３０】
　注入ヘッドは、例えば、注入ヘッドの導電性および注入ヘッドの構造的補強の両方をも
たらすような比率で炭素繊維充填材を含む熱可塑性材料で作られてもよい。
【００３１】
　注入開口部を形成し、それぞれの注入チャネルを取り囲む口金部は、注入される作動媒
体に合わせて設計が適合される。したがって、一方の口金部は、燃料ノズルを受け入れる
ように通常の形態で構成され、他方の口金部は、排気ガスの選択的触媒還元脱硝用の添加
剤水溶液のためのノズルを受け入れるように構成され得る。この口金部はまた、例えばい
わゆる「クルーゼシリンダ（Kruse cylinder）」など、注入ドラムからのユニオンナット
接続部を受け入れる雄ねじ部を有してもよい。口金部はまた、ノズルを解放する磁石を備
えてもよい。
【００３２】
　本発明による注入ヘッドは、少なくとも１つの貯蔵タンクのための、少なくとも１つの
高速通気弁または高速パージ弁をさらに備えることができ、高速通気弁または高速パージ
弁は、タンク閉鎖カバーの作動によってまたは閉鎖フラップ機構の作動によって生成され
た制御信号を受信する。このような高速パージまたは高速通気は、例えば、貯蔵タンクの
１つがハイブリッド車両の圧力タンクとして構成されている場合に望ましく、また有利で
ある。
【００３３】
　貯蔵タンクの注入時の注入遮断機能を保証するために、１つ以上の保守点検用パージ弁
を作動させる手段を注入ヘッドに設けることが賢明である。保守点検用パージ弁を作動さ
せる手段は、例えば、注入チャネル内に延在するスイッチ要素であってもよい。あるいは
、閉鎖フラップ機構の作動によってまたはタンク閉鎖カバーの作動によって生成される制
御信号によって作動が行われてもよい。
【００３４】
　以下、本発明について、図面に示される例示的な実施形態を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明による注入システムの自動車上の注入受け皿をタンク閉鎖カバーが開放さ
れた状態で示す平面図である。
【図２】図１の構成の注入中を示す断面図である。
【図３】図３ａの先行技術による注入システムと、図３ｂの本発明による注入システムと
の間の原理の比較を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　まず、本発明による注入システム１の開放された注入受け皿２の平面図を示す図１を参
照する。注入受け皿２は、自動車の車体４にある開口部３の車両側に閉鎖部を形成する。
例えば、ＴＰＥ（熱可塑性エラストマー）で作られた皿状の保護カバーから形成されてい
る。注入受け皿２は、注入ヘッド６の受容部として形成された開口部５を備えている。注
入受け皿２は、自動車の車体４に回動可能にヒンジ留めされたタンク閉鎖カバー７によっ
て閉鎖することができる。
【００３７】
　図１に示されるタンク閉鎖カバー７の位置では、タンク閉鎖カバー７が２つの注入開口
部８ａ、８ｂを露出するように注入受け皿２が開放されているのに対して、閉鎖位置（不
図示）では、タンク閉鎖カバー７は注入開口部８ａ、８ｂを隠す。図１の左側に示される
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注入開口部８ａは、排気ガスの選択的触媒還元脱硝用の添加剤水溶液のための注入開口部
として設けられ、図１の右側に示される注入開口部８ｂは、燃料用の注入開口部として設
けられている。
【００３８】
　注入開口部８ａ、８ｂは、熱可塑性材料で一体的に形成された注入ヘッド６の一体部分
である。注入開口部８ａ、８ｂはそれぞれ、注入開口部８ａ、８ｂそれぞれを画定する口
金部９ａ、９ｂを備えている。
【００３９】
　各注入開口部８ａ、８ｂは、注入チャネル１０ａ、１０ｂへ通じている。
【００４０】
　図に示す注入システム１では、注入チャネル１０ｂが燃料注入チャネルとして構成され
、前記システムは、キャップレスシステムとして、即ち、外部からねじ留めすることがで
きる閉鎖キャップなしに、図２に示されるような一体化された閉鎖フラップ機構を備えて
形成されている。図面は、閉鎖フラップ機構に関して大幅に単純化している。
【００４１】
　注入ヘッド６には、１つ以上の固定ボア１２を有する一体成形された固定ブリッジ１１
が設けられ、注入ヘッド６は、固定ボア１２を介して自動車の車体４の支持部分に固定す
ることができる。
【００４２】
　固定ブリッジ１１は、注入ヘッド６と同様に、導電性充填材を含む熱可塑性材料から形
成することができ、固定ブリッジ１１を介して、自動車の車体４の導電性部分に対して導
電接続することができる。
【００４３】
　次に図２の断面図を参照すると、注入チャネル１０ｂの領域におけるノズル１３が注入
チャネル１０ｂ内に挿入されている注入システム１の部分の断面が示されている。
【００４４】
　図２は、自動車の車体４に対する注入受け皿２の接続は示していない。それ以外は、同
じ構成要素には同じ参照番号が付されている。
【００４５】
　注入ヘッド６の注入チャネル１０ｂは、中に挿入された閉鎖フラップ機構１４を取り囲
んでおり、該機構は第１および第２の閉鎖フラップ１４ａ、１４ｂを備えている。第１お
よび第２の閉鎖フラップ１４ａ、１４ｂは電気的に解除可能であり得る。これらは、例え
ば、ノズル１３が注入チャネル１０ｂに挿入されると、フェイルセーフ機構（不図示）に
抗して、ノズルによって機械的に開かれる。
【００４６】
　注入ヘッド６は、それぞれの注入管１６ｂが接続される２つの出口１５ａ、１５ｂを更
に備えている。
【００４７】
　次に、図３ａおよび図３ｂを参照する。図面は、原則的に、本発明による注入システム
１（図３ｂ）と、従来技術による注入システム（図３ａ）との相違を示している。従来技
術のシステムでは、２つの注入ヘッドを設けなければならないため、それぞれの注入開口
部間の距離を必然的に比較的大きく選択しなければならないことが明白であるが、これに
対し本発明による注入システム１では、両方の注入開口部８ａ、８ｂ（図１を参照）が注
入ヘッド６の一部として形成され、また注入ヘッド６が、共通の構成要素に組み合わされ
ると共に互いに一体的に形成され且つ異なる貯蔵タンク用の注入開口部８ａ、８ｂをそれ
ぞれ形成する少なくとも２つの口金部９ａ、９ｂを画成するため、明らかに必要な空間ま
たは設置空間がはるかに小さくなる。図３ａおよび３ｂの図面は大幅に単純化されて示さ
れており、注入ヘッドの他の機能的要素または構成要素は、簡略化のためにここでは示さ
れていない。
【符号の説明】
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【００４８】
１　注入システム
２　注入受け皿
３　開口部
４　車体
５　注入受け皿の開口部
６　注入ヘッド
７　タンク閉鎖カバー
８ａ　添加剤用の注入開口部
８ｂ　燃料用の注入開口部
９ａ、９ｂ　口金部
１０ａ、１０ｂ　注入チャネル
１１　固定ブリッジ
１２　固定ボア
１３　ノズル
１４　閉鎖フラップインサート
１４ａ　第１の閉鎖フラップ
１４ｂ　第２の閉鎖フラップ
１５ａ、１５ｂ　出口
１６ｂ　 注入管
 

【図１】 【図２】
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